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ご
あ
い
さ
つ

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
長
　
笹
生
　
衛

　

國
學
院
大
學
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー（
神
道
資
料
館
部
門
）で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
よ
り
研
究
事
業
「
祭
祀
・
祭
礼
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
と
関
連
資
料
の
整

理
分
析
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
は
、
千
葉
県
立
美
術
館
で
行
な
わ
れ
た
「
香
取
神
宮
―
神
に
奉
げ
た
美
―
」
に
本
学
所
蔵
の
『
香
取
神
宮
神
幸
祭
絵
巻
』
を
出
品
い
た
し

ま
し
た
。
同
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機
会
と
し
て
、
さ
ら
に
進
め
、『
香
取
神
宮
神
幸
祭
絵
巻
』
に
は
「
使

う
絵
巻
」、「
観
る
絵
巻
」
の
二
系
統
あ
る
こ
と
、
後
者
の
成
立
に
は
元
禄
十
三
年（
一
七
〇
〇
）に
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
香
取
神
宮
の
主
要
な
社
殿
の

造
営
が
関
わ
る
こ
と
、
さ
ら
に
個
人
蔵
の
『
香
取
神
宮
境
内
古
絵
図
』
は
後
者
の
祖
本
と
対
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

「
観
る
絵
巻
」
に
属
す
る
本
学
所
蔵
の
『
香
取
神
宮
神
幸
祭
絵
巻
』
の
諸
本
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
理
解
す
る
上
で
、
大
き
な
収
穫
で
あ
り
、「
香
取
神
宮
―
神

に
奉
げ
た
美
―
」
の
展
示
図
録（
千
葉
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
）に
お
い
て
も
論
文
と
し
て
示
し
ま
し
た
。
本
号
に
は
、
そ
の
概
要
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
香
取
神
宮
神
幸
祭
絵
巻
』
の
研
究
と
平
行
し
て
、『
東
都
歳
事
記
』
を
活
用
し
た
江
戸
の
祭（
天
下
祭
・
天
王
祭
）に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
も
進
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
祭
礼
文
化
の
原
形
は
京
都
に
お
い
て
発
生
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
の
御
旅
所
祭
祀
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

こ
の
点
は
『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
描
か
れ
る
祭
礼
の
様
子
と
比
較
し
な
が
ら
、
各
時
代
、
各
神
社
の
祭
礼
行
列
の
中
で
「
変
わ
る
も
の
」
と
「
変
わ
ら
な
い
も

の
」
の
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
年
度
は
祭
礼
文
化
の
関
東
地
方
へ
の
伝
播
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
研
究
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。「
祭
祀
・
祭
礼
の
変
遷
に
関
す
る

研
究
と
関
連
資
料
の
整
理
分
析
」
に
お
い
て
、
祭
礼
文
化
の
伝
播
と
変
容
の
過
程
を
追
う
こ
と
は
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
号
か
ら
、
祭
礼

文
化
の
多
様
性
や
変
容
な
ど
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
香
取
神
宮
の
周
辺
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
香
取
神
宮
に
種
々
ご
協
力
、
ご
配
慮
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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